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改訂理由 

◆承認事項一部変更承認（効能・効果、用法・用量追加）に伴う改訂 

医薬品製造販売承認事項一部変更承認取得（令和 2 年 6 月 24 日付）に伴い、『低用量アスピリン投与時にお

ける胃潰瘍又は十二指腸潰瘍の再発抑制』の適応に対し、【効能・効果】及び【用法・用量】を追記し、これ

に関連する【使用上の注意】を改訂しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の改訂内容は、日本製薬団体連合会発行 医薬品安全対策情報（DSU №291 2020年 8月）に掲載される予定です。 
最新の医薬品添付文書情報は、PMDA HP「医薬品に関する情報」（https://www.pmda.go.jp/safety/info-services/drugs/0001.html）、
日本製薬団体連合会 HP（http://www.fpmaj.gr.jp/）並びに弊社 HP（https://www.yg-nissin.co.jp/）に掲載致します。 
 
 


